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湖
上
に
お
け
る
安
全
確
保
を
期
す
こ
と
が
大

変
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
救
命
胴

衣
の
着
用
義
務
化
、
酒
酔
い
操
船
の
処
罰
等

の
条
例
改
正
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
11
月
に
県
民
政
策
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
30
人
４
団
体
の
方
か
ら
42

件
の
意
見
・
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
条

例
改
正
に
反
対
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

大
多
数
の
方
は
改
正
条
例
案
に
特
段
の
異
論

は
な
く
、容
認
さ
れ
た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

業
者
が
協
働
し
て
、
地
域
特
性
を
最
大
限
に

活
用
し
な
が
ら
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
特

定
の
区
域
に
限
っ
て
実
施
す
る
事
業
で
あ

り
、
特
定
区
域
に
経
済
振
興
の
特
例
措
置
を

集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
県
全
体
の
経
済
振
興

の
促
進
に
結
び
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

思
い
切
っ
て
県
税
の
課
税
免
除
な
ど
の
特

例
措
置
を
時
限
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

財
政
支
援
や
融
資
な
ど
幅
広
い
経
済
振
興
の

特
例
措
置
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
別
区
域
事
業
の
立
ち
上
げ
を
強
力
に

支
援
し
、
新
た
な
産
業
の
創
出
や
振
興
、
ま

た
、
企
業
立
地
促
進
の
呼
び
水
と
し
て
事
業

集
積
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
雇
用
の
確
保
や
将
来

の
税
源
か
ん
養
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

ヤマモミジの植樹活動

未
着
手
の
深
掘
箇
所
の
浸
透
水
流

出
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
環
境
省
が

栗
東
市
の
産
業
廃
棄
物
処
分

場
問
題産

業
廃
棄
物
処
分
場
の
排
水
溝

か
ら
硫
化
水
素
が
発
生
し
て
４
年

が
経
過
し
、
問
題
解
決
が
長
引
い
て
い

ま
す
。
事
業
者
に
県
の
改
善
命
令※
　

を
期

限
内
に
完
全
施
行
さ
せ
る
こ
と
が
問
題

解
決
の
道
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
改

め
て
県
の
姿
勢
を
伺
い
ま
す
。

県
の
改
善
命
令
が
妥
当
で
あ
る
と
裁
決
し
た

こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
対
し
て
改
善
命
令
を

完
全
履
行
す
る
よ
う
改
め
て
指
示
を
し
、
具

体
的
改
善
計
画
を
検
討
す
る
な
ど
必
要
な
対

応
を
求
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
期
限
内
に
履

行
さ
せ
る
べ
く
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
ま

す
。地

下
水
汚
染
の
原
因
究
明
は
、
今
後
も
継

続
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
栗
東
市
の
調

査
結
果
等
を
見
据
え
な
が
ら
、
必
要
な
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
り
、
新
た
な
費
用
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
の
有
識
者
に
よ
る
懇
話
会

を
４
月
に
も
設
置
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
も

大
い
に
議
論
し
な
が
ら
、
秋
頃
に
は
県
の
考

え
方
を
と
り
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

銃
を
扱
う
人
が
、
銃
器
の
扱
い
方

や
規
制
区
域
の
正
確
な
認
識
な
ど
の

甲
西
高
等
学
校
流
れ
弾
事
件

今
回
の
事
故
が
発
生
し
た
原
因
、

問
題
点
、
対
処
方
法
、
さ
ら
に
狩

猟
の
指
導
・
監
視
状
況
、
今
後
の
事
故

防
止
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

点
で
不
十
分
で
あ
っ
た
の
と
同
時
に
、
規
制

区
域
が
拡
大
し
た
こ
と
や
そ
の
明
示
方
法
、

県
民
の
方
々
へ
の
周
知
等
の
面
で
課
題
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

事
故
を
契
機
に
、
現
場
で
は
新
た
に
標
識

を
設
置
し
た
り
、
銃
猟
禁
止
区
域
を
拡
大
指

定
の
方
向
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の

他
市
町
村
に
も
区
域
の
点
検
・
見
直
し
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

指
導
に
つ
い
て
は
狩
猟
免
許
取
得
時
や
更

新
時
に
行
う
講
習
会
の
場
で
重
点
的
に
行

い
、
ま
た
監
視
は
、
県
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
に
加
え
て
県
が
委
嘱
し
た
鳥
獣
保
護
員

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
県
関
係
部
局
、
警
察
お
よ
び
市

町
村
等
が
事
故
の
再
発
防
止
に
向
け
、
一
丸

と
な
っ
て
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

過
去
５
年
間
に
船
舶
事
故
が
１
９

５
件
発
生
し
、
死
亡
等
の
重
大
な
結

滋
賀
県
琵
琶
湖
等
水
上
安
全

条
例
の
改
正

条
例
改
正
で
は
、
救
命
胴
衣
の

義
務
づ
け
や
飲
酒
操
船
者
へ
の
処

罰
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
条
例
改
正
の
目
的
と
県
民
政

策
コ
メ
ン
ト
を
実
施
さ
れ
た
結
果
を

ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
た
か
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

果
を
招
い
た
事
故
で
は
、
救
命
胴
衣
の
非
着

用
や
飲
酒
操
船
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
基
本
的
な
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
な
い
な

ど
、個
人
の
自
己
責
任
に
委
ね
る
だ
け
で
は
、

「
現
地
で
の
体
験
や
交
流
の
重
視
」、

「
息
の
長
い
継
続
的
な
情
報
発
信
」、

観
　
光
　
行
　
政

本
県
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
視
点
で
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
海
外
観
光
客
あ
る
い

は
国
内
観
光
客
の
ど
ち
ら
に
観
光
行
政

の
軸
足
を
お
か
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

「
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
た
受
入
環
境
の
整

こ
の
制
度
は
、
市
町
村
、
地
域
住

民
お
よ
び
民
間
企
業
、
大
学
等
の
事

県
経
済
振
興
特
別
区
域
制
度

滋
賀
県
経
済
振
興
特
別
区
域
に

関
す
る
条
例
案
で
は
、
特
別
区
域

に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
な
ど
思
い

切
っ
た
特
例
措
置
を
講
じ
よ
う
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

備
」
の
３
つ
の
視
点
で
、
参
加
体
験
型
や
ふ

れ
あ
い
交
流
型
な
ど
の
、
滋
賀
の
多
様
な
魅

力
を
生
か
し
た
滞
在
型
観
光
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

官
民
一
体
の
観
光
振
興
の
中
核
組
織
で
あ

る
「
び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
を

中
心
に
民
間
事
業
者
や
地
域
関
係
者
の
積
極

的
な
参
画
に
よ
り
、
協
力
体
制
の
強
化
・
拡

大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
本
県
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
観
光
振
興
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、国
内
、

海
外
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
誘
致
促
進
に
取

り
組
み
ま
す
。
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冨
士
谷
　
英
正
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
青
少
年
育
成
の
総
合
的
な
推
進
に
つ
い
て

▼
平
成
16
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

▼
Ｉ
Ｔ
化
県
庁
の
推
進
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
条
例
案
と
今
後
の
本
県
の
森

林
づ
く
り
に
つ
い
て

▼
乳
幼
児
福
祉
医
療
の
拡
充
に
つ
い
て

▼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
整
備
の
検
討
状

況
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
経
済
振
興
特
別
区
域
制
度
に
つ
い
て

▼
食
の
安
全
・
安
心
と
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
の
推
進

に
つ
い
て

▼
本
県
の
公
共
事
業
の
重
点
化
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
に
つ
い
て

▼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
に
つ
い
て

▼
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

徳
永
　
久
志
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
平
成
16
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
行
政
に
つ
い
て

▼
淡
海
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
後
期
重
点
計
画
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
条
例
案
に
つ
い
て

▼
食
の
安
全
と
安
心
に
つ
い
て

▼
土
砂
災
害
の
防
止
策
に
つ
い
て

▼
学
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

▼
第
７
回
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
に
つ
い

て

中
嶋
　
武
嗣
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

▼
福
祉
行
政
―
―
高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政

∏

学
校
に
お
け
る
祝
日
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

π
　
子
供
た
ち
の
体
力
と
健
康
に
つ
い
て

沢
田
　
享
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
議
第
40
号
滋
賀
県
立
学
校
の
設
置
お
よ
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
関
し

て
▼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
招
致
に
つ
い
て

▼
銃
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

∏

甲
西
高
等
学
校
へ
の
流
れ
弾
事
件
に
関
連
し
て

π

滋
賀
県
立
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
に
つ
い
て

赤
堀
　
義
次
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
国
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
調
査
結
果
の
対
応
に
つ
い
て

西
沢
　
久
夫
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
深
刻
な
財
政
問
題
に
つ
い
て

▼
議
員
の
口
利
き
折
衝
に
係
る
ル
ー
ル
に
つ
い
て

（
平
成
15
年
９
月
定
例
会
に
引
き
続
い
て
）

▼
ど
う
す
る
サ
マ
ー
タ
イ
ム
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
条
例
案
と
造
林
公
社
債
務
問

題
に
つ
い
て

▼
砂
利
採
取
と
地
下
水
汚
濁
防
止
策
に
つ
い
て

▼
第
７
回
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
に
つ
い

て

佐
野
　
高
典
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
観
光
行
政
に
つ
い
て

▼
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

▼
教
育
問
題
に
つ
い
て

∏
　
高
等
学
校
通
学
区
域
問
題
に
つ
い
て

π
　
大
学
入
試
合
否
問
題
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
琵
琶
湖
等
水
上
安
全
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

辻
　
貢
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

▼
上
水
道
供
給
事
業
に
つ
い
て

清
水
　
克
実
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
ニ
ー
ト
対
策
に
つ
い
て

▼
県
に
お
け
る
職
務
発
明
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
雪
害
対
策
に
つ
い
て

山
田
　
尚
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
一
般
廃
棄
物
処
理
等
の
合
理
化
対
策
に
つ
い
て

▼
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

梅
村
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
新
年
度
予
算
編
成
と
中
期
計
画
等
に
つ
い
て

▼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
に
つ
い
て

▼
文
化
芸
術
の
振
興
策
に
つ
い
て

▼
孤
独
死
を
な
く
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
道
路
整
備
と
渋
滞
解
消
策
に
つ
い
て

河
部
　
哲
幸
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
と
卸
売
市
場
に
つ
い
て

▼
高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て

森
　
茂
樹
　
議
員（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
滋
賀
県
立
大
学
法
人
化
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
に
つ
い
て

▼
永
源
寺
第
二
ダ
ム
に
つ
い
て

▼
土
壌
改
良
剤
補
助
等
に
つ
い
て

▼
被
疑
者
不
詳
の
告
発
に
つ
い
て

▼
経
済
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

北
野
　
加
代
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
広
域
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
産
業
廃
棄
物

処
分
場
問
題
の
今
後
の
県
の
責
任
に
つ
い
て

岡
崎
　
基
子
　
議
員
（
無
所
属
）

▼
産
廃
処
分
場
用
地
選
定
に
つ
い
て

▼
志
賀
町
に
対
す
る
自
治
権
の
侵
害
に
つ
い
て

▼
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
つ
い
て

▼
県
立
総
合
保
健
専
門
学
校
助
産
学
科
の
存
続
に
つ

い
て

中
沢
　
啓
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
に
つ
い
て

▼
滋
賀
の
観
光
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
条
例
案
に
つ
い
て

谷
　
康
彦
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
甲
西
高
等
学
校
の
銃
弾
の
件
に
つ
い
て

∏
　
く
ら
し
安
心
県
で
事
故
が
起
き
た
原
因
に
つ
い
て

π
　
県
内
に
お
け
る
狩
猟
の
違
反
防
止
対
策
に
つ
い
て

∫
　
現
在
の
鳥
獣
保
護
区
設
定
の
問
題
点
に
つ
い
て

ª
　
今
後
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

▼
県
の
制
度
融
資
に
つ
い
て

∏
　
ラ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

π
　
創
業
、
開
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

∫
　
今
後
の
制
度
融
資
に
つ
い
て

ª
　
現
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て

小
寺
　
裕
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
施
策
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

▼
近
江
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
つ
い
て

三
宅
　
忠
義
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

▼
県
が
発
注
す
る
設
計
業
務
の
発
注
基
準
等
に
つ
い

て

蔦
田
　
恵
子
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
商
業
高
校
、
工
業
高
校
に
お
け
る
職
業
教
育
に
つ

い
て

▼
大
津
市
の
古
都
指
定
に
対
す
る
県
の
対
応
に
つ
い

て

家
森
　
茂
樹
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
道
大
津
信
楽
線
に
つ
い
て

▼
第
７
回
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
に
つ
い
て

滝
　
一
郎
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
瀬
田
川
洗
堰
操
作
規
則
の
見
直
し
に
つ
い
て

青
木
　
愛
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
議
第
44
号
滋
賀
県
琵
琶
湖
等
水
上
安
全
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

▼
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
廃
棄
に
つ
い
て

上
野
　
幸
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
淀
川
水
系
の
水
利
用
に
つ
い
て

吉
田
　
清
一
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
成
人
病
セ
ン
タ
ー
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

桐
山
　
ヒ
サ
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

▼
保
育
所
施
策
に
つ
い
て

▼
障
害
児
教
育
に
つ
い
て

若
山
　
秀
士
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
退
職
時
の
特
別
昇
給
に
つ
い
て

▼
入
札
制
度
に
つ
い
て
―
―
と
り
わ
け
未
利
用
県
有

地
の
処
分
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
あ
り
方

上
田
　
昌
之
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
平
成
16
年
度
予
算
と
そ
の
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
問
題
を
通
し
て
顕
在
化
す
る
人
権
問

題
に
つ
い
て
―
―
教
育
、
啓
発
の
視
点
か
ら

上
田
　
彰
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
小
学
校
に
お
け
る
過
度
の
性
教
育
に
つ
い
て

▼
男
女
共
同
参
画
社
会
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
に
つ

い
て

小
杉
　
武
志
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
鶏
等
へ
の
感
染

時
の
対
応
に
つ
い
て
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